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 ADRCがJICAからの依頼によりバングラデシュ
地震防災調査を実施 

 
2004年４月 9日から 23日にかけて、JICAからの
依頼によりバングラデシュへの地震防災調査団が派遣
され、アジア防災センター(ADRC)から主任研究員の
栗田と寺西が参加、各種調査を実施しました。当調査
団の目的は、(1) バングラデシュの地震観測システム
の調査、(2) 地震防災関係の諸機関の役割調査、(3) バ
ングラデシュの地震防災システムの問題点抽出、(4) 
調査結果に基づいたバングラデシュ政府および JICA
への提言でした。 
調査団一行はま
た、首都ダッカお
よびチッタゴンの
政府機関や地震工
学関係学科を有す
る大学、NGOなど
を訪問し、主に聞
き取り調査を行い
ました。 
一連の調査の結
果、次に掲げる問題点が明らかになりました。(1)制度
面での問題：a)地震リスク解析に基づく地震防災マス
タープランが無い、b)建築基準が法制化されていない、
c)既存不適格構造物への対策がなされていない、(2)都
市計画上の問題： a)都市計画に地震防災の視点が欠
けている、b)避難場所や仮設住宅を建てるための空地
が確保されていない、c)旧市街地（ダッカで最も危険
度が高い場所）への再開発が非常に困難、(3)被害軽減
への準備での問題： a)都市におけるコミュニティベ
ースの防災組織が無い、b)発災時の緊急援助（家屋再
建築のための資材や救援物資）の備えが不十分。 
今回の調査期間中には、バングラデシュ気象庁と

JICA の共催によるセミナーもダッカで開催され、セ
ミナーの冒頭、両国を代表してバングラデシュの防
災・救援大臣と日本大使が、それぞれ基調講演を行い
ました。両研究員による「日本の地震対策：阪神・淡
路大震災からの教訓」と「日本の地震防災システム」
と題するプレゼンテーションに続き、当センター主任
研究員の栗田が今回の調査結果の報告と総合的な地震
防災システム構築の提言を行いました。 
なお、この件の詳細につきましては、栗田

(kurita@adrc.or.jp)もしくは寺西（teranishi@adrc. 
or.jp）までお願いします。 
 
 ADRC客員研究員の紹介 
 グエン・ハン・フーン研究員（ベトナム） 

 
私は、ベトナムのハノイ出身で、1997年からベトナ
ム農務省水害管理課で勤務する一方で、これまで洪水
や台風の予防・管理に関する業務に携わってきました。

私が所属しているベトナム農務省(ＭＡＲＤ)は、中央
洪水台風管理委員会と中央森林火災委員会を運営・管
理しています。  
私の本来の担当は、自然災害による被害状況のデー
タの分析や調査で、その解決策を提案することもあり
ました。また、ベトナム北部のデルタ地帯にある洪水
予防のためのホー・ビン貯水池の
管理も担当しております。 

2004 年１月にアジア防災セン
ターへ客員研究員として赴任し
て以来、これまでの数ヶ月間、ベ
トナムでも応用できるような防
災政策に関する知識や被害軽減
のためのノウハウを多く学びま
した。帰国後は、ADRCでの経験
を生かして、自国の開発プロセスに貢献し、さらには
MARDと ADRCの一層の関係強化にも貢献していき
たいと考えております。 
 

 世界災害共通番号（GLIDE）に関する専門家会合
が５月３日、ジュネーブにて開催 

 
世界で発生した災害に共通番号をつけ、複数の機関
の間で情報を共有することができる世界災害共通番号
（GLIDE）の技術的会合が５月３日、ジュネーブの国
連本部にて開催されました。当日は、ADRC が
ReliefWeb、LaREDとともに、複数の防災関係機関が
ウェブ上で即時に GLIDE を発行するシステムを開発
できたことを報告したとともに、WMO、UNDP、
OCHA など防災関係の主要な国連機関がこの利用に
同意し、これにより、翌４日より本システムの運用が
開始されました。 
今後、より多くの防災関連国際機関や各国災害デー
タベースなどが GLIDE システムを利用し、そのこと
によって災害情報共有ネットワークが拡大し、災害対
策の検討・立案時のみならず、進行中の災害状況把握
や救援救護などに大いに活用されることが期待されて
います。 
なお、この件の詳細につきましては、こちら

(http://glidenumber.net/)をご覧になるか、主任研究員
の荒木田(arakida@adrc.or.jp)までお願いします。 

 
 お知らせ 
 
10月 18-21日アルメニア国エレバンにて、Asian 

Seismological Commission (ASC)主催による防災
シンポジウムが開催されます。この中では、大地震
に備えての意識啓発・防災教育等をテーマにしたセ
ッションも予定されています。当シンポジウムの詳
細 に つ い て は 、 http://asc1996.netfirms.com/ 
asc_2004.htmをご覧ください。 


